
勝海舟と春嶽、茂昭

松平家史料展示室　展示解説シート　No.15 

●会場　1階　松平家史料展示室 
●会期　平成17年11月10日㈭～12月27日㈫ 

　勝海舟は幕臣勝小吉の長男として、文政６年（１８２３）に江
戸で生まれました。海舟は号であり、名を義邦、通称麟太郎とい
います。幕末から明治期にかけて活躍した政治家で、万延元
年（１８６０）に咸臨丸を指揮して太平洋を横断し、文久２年
（１８６２）には幕府の軍艦奉行並に昇進しました。その後海舟
は神戸海軍操練所を設立し、諸藩の藩士や坂本龍馬など脱
藩志士の育成にも励みました。また明治元年（１８６８）鳥羽伏
見の戦いの後、西郷隆盛と会見して江戸無血開城を実現させ
ました。これら海舟の行動を高く評価し、強く支持したのが旧福
井藩主の松平春嶽（慶永）でした。 
　今回の展示では、越前松平家に伝来した海舟の遺墨や著
述、春嶽の著述や書状などから、海舟と春嶽、そして１７代藩主
茂昭との交流関係を紹介します。 
 

　海舟は政治家として有名ですが、和歌・

俳句・漢詩などの作品を数多く残した文人

でもありました。また、旧幕府に関する史料

集の編さんに携わり、回顧録なども著して

います。 

　幕府では軍艦奉行などを勤め、明治政

府では海軍省の最初の海軍卿に就任した

こともあって、『海軍歴史』の編さんをしまし

た。展示資料の中にも海にまつわる海舟の

和歌や史料集があります。 

海舟の書と著述 

　春嶽が公職を退いた明治３年（１８７０）に起草し

同１２年に完成した随筆に「逸事史補」があります。

同書は修史を補完し後世に伝える目的で、幕末維

新期の「逸事逸聞（余り世間に知られていない事

実や事柄、話）」、について書き残したものです。

１５０余の事項の中には海舟に関する記載もみられ

ますが、特に明治元年の江戸城明け渡しの部分で

は、海舟のことを「天下を泰山の安（き）に置くの人

（天下を泰山のように、どっしりとゆるぎないものにす

る人）」と記して、非常に高く評価しています。 

春嶽の海舟評 

「勝海舟肖像写真」
福井市春嶽公記念文庫

勝海舟筆
「大船の云々」の和歌賛碇の図幅

福井市春嶽公記念文庫
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福井市立郷土歴史博物館 
〒910－0004 福井市宝永3丁目12-1 
電話（0776）21－0489　FAX（0776）21－1489 
担当　印牧　信明 

【次回の展示】 

吉祥 
1／5 ㈭～2／26 ㈰ 
 
○見どころ講座　1／21㈯ 

◎見どころ講座 
「勝海舟関係文書を読む」 
日時　11／19 ㈯ 午後2時～ 
場所　講堂（2階） 
担当　印牧信明（当館学芸員） 
定員　30人　※事前に申込みが必要です。 

平成17年11月10日発行 

制作／小川印刷株式会社 

海舟の書と著述 

  1 勝海舟筆「大船の云々」の和歌賛碇の図幅 １幅 福井市春嶽公記念文庫 

  2 勝海舟編『海軍歴史』 ９冊 福井市春嶽公記念文庫 

  3 勝海舟書簡（松平慶永宛） １巻 福井市春嶽公記念文庫 

  4 勝海舟筆「なかは死し云々」の和歌幅 １幅 福井市春嶽公記念文庫 

  5 勝海舟筆「牛羊云々」の書幅 １幅 福井市春嶽公記念文庫 

  6 勝海舟筆「簸之云々」の書幅 １幅 福井市春嶽公記念文庫 

  7 勝海舟筆「天徳云々」の書幅 １幅 福井市春嶽公記念文庫 

  8 勝海舟筆「人生云々」の書幅 １幅 福井市春嶽公記念文庫 

  9 中根雪江碑文建立に付、勝海舟撰併書 １紙 福井市春嶽公記念文庫 

10 勝海舟編『亡友帖』 １冊 福井市春嶽公記念文庫 

春嶽の海舟評 

11 松平春嶽著「逸事史補」（原本・複製） ２冊 福井市春嶽公記念文庫 

12 松平春嶽肖像画 １幅 越葵文庫　当館保管 

書状や意見書にみる海舟 

13 松平茂昭書状（勝海舟宛） １巻 越葵文庫　当館保管 

 勝海舟書状（松平茂昭宛）　　 

14 松平茂昭肖像画 １幅 越葵文庫　当館保管 

15 松平春嶽書状（松平茂昭宛） １巻 越葵文庫　当館保管 

16 松平春嶽書状（松平茂昭宛） １巻 越葵文庫　当館保管 

17 松平春嶽書状（松平茂昭宛） １巻 越葵文庫　当館保管 

18 松平春嶽書状（松平茂昭宛） １巻 越葵文庫　当館保管 

19 松平春嶽意見書 １巻 越葵文庫　当館保管 

20 勝海舟書状（中根雪江宛） １巻 越葵文庫　当館保管 

（参考資料） 

21 勝海舟肖像写真 ２点 福井市春嶽公記念文庫 

備　　　考 員　数 資　　料　　名 

「勝海舟と春嶽、茂昭」展示品目録 

　元治元年（１８６４）に福井藩主松平茂昭は、幕府より第１次長州征討の副将（副総督）を命じられました。同年９月に上京していた

茂昭は在阪中の海舟へ書状を送り、その中で長州征討に関する問題を挙げ、家臣を遣わすのでご教示下さるようにと頼んでいます。

また、春嶽より藩主茂昭へ送られた数多くの書状の中にも、海舟に関するさまざまな情報が散見されます。なお、明治元年に春嶽が徳川

家の相続人となる亀之助（家達）の補佐人として、海舟を推薦した意見書も残されています。 

書状や意見書にみる海舟 
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